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日本遺産に認定された「星降る中部高地の縄文世界」。その構成文化財の中から、
17施設 33点の土偶や土器の御朱印ができました。
当館の御朱印は、花上寺遺跡出土の「超小型土偶」と目切遺跡出土の「壺を持つ妊婦土偶」です。
ご参加・ご来館お待ちしております。

《三十三番土偶札所巡り 始まりました！》
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岡谷蚕糸博物館
シルクファクトおかや

旧林家住宅

旧渡辺家住宅

イルフ童画館

美術収蔵作品展・美術特別企画展
文化財担当から・考古企画展
若手アーティスト育成公募展・世界の昆虫展
イベント＆ワークショップ
シカ角グッズを販売!・館長のコラム
共通入館券・貸しスペースのご案内

市立岡谷美術考古館

岡谷の美術館・博物館めぐりには共通入館券がおトクです !!
共通入館券料金表
  2 館 3 館 5 館
 一般 660 円 920 円 　1,120 円   
高校生 610 円 710 円 　920円
中学生 310 円 510 円 　610円
小学生 310 円 360 円 　410円
有効期限 発行日から 3日間 発行日から 3日間 発行日から 1年間

共通入館券は
右記の 5施設で
お使いいただけます。

● 市立岡谷美術考古館
● イルフ童画館
● 旧渡辺家住宅
● 岡谷蚕糸博物館・シルクファクトおかや
● 旧林家住宅

蚕糸博物館・シルクファクトおかや
近代の岡谷の一大産
業、製糸業の歴史がわ
かる博物館です。併設
された㈱宮坂製糸所で
は、繭から糸をとる様
子を見学することがで
きます。

○休館日／毎週水曜日、祝日の翌日、
　　　　　12月 29日～1月 3日
○開館時間／ 9：00～17：00（動態展示は 16：00まで）
○入館料／一般 510円、中高生 310円、小学生 160円

◆ 交流ひろば ◆ 市民ギャラリー

旧渡辺家住宅
高島藩士渡辺家は、城下
町ではなく村に住んだ珍
しい散居（さんきょ）武
士の旧宅で、18 世紀に
建てられました。この家
からは、明治以降 3 人の
大臣が生まれました。

○休館日／ 3月 20日～11月 3日の月・木・金曜日、
 　　　　  11 月 4日～3月 19日
○開館時間／ 10：00～16：00
○入館料／おとな 320円、こども 160円

江戸時代の武家屋敷

イルフ童画館
大正から昭和にかけて、子
どもの心にふれる絵を描き、
「童画」という言葉を生み出
した武井武雄の世界に浸る
ことのできる美術館です。

○休館日／毎週水曜日、12月 29日～1月 3日
○開館時間／ 9：00～18：00
○入館料／一般 510円、中・高校生 310円、小学生 160円

童画家 武井武雄の世界一歩足を踏み入れれば
明治にタイムスリップ 旧林家住宅

一山力（いちやまか）林製
糸所の経営者、初代林国
蔵の邸宅。明治30年代～
40年にかけて建てられま
した。洋館付きで迷路の
ように広く、豪華でレト
ロな雰囲気が味わえます。

○休館日／毎週水曜日、祝日の翌日、12月 29日～1月 3日
　　　　　11月４日～３月 31日の平日
○開館時間／  3 月～11月　9：00～16：30
　　　　　　12月～2月　10：00～15：00
○入館料／おとな 580円、こども 270円

共通入館券のご案内

交流ひろばや市民ギャラリーで個展をしませんか？　興味のある方は、当館までお気軽にお問い合わせください。
当館ホームページ http://www.okaya-museum.jp/ からも「利用案内」をダウンロードいただけます !!

・使用料金630円×3区画×5日間 ＝9,450円
・空調設備費60円×8時間×5日間 ＝2,400円
 　　合計11,850円

・使用料金5,240円×5日間 ＝26,200円
・空調設備費160円×8時間×5日間 ＝6,400円
 　　合計32,600円

例えば、５日間　1日 8時間使用し、ご来場された方に無料で作品を公開する場合は･･･

○休館日／毎週水曜日、祝日の翌日、12月 29日～ 1月 3日
○開館時間／ 10：00～ 18：00
○入館料／おとな（常設展）３7０円（特別企画展は別途料金）
　　　　　こども（常設展）１6０円（特別企画展は別途料金）
　　　　　※諏訪郡内在住／在学の小・中学生
　　　　　　岡谷市内在住／在学の高校生は無料
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美術収蔵作品展 美術特別企画展

館長のコラム
考古企画展

世界の昆虫展 シカ角グッズを販売!

若手アーティスト育成公募展

文化財担当から ―心で遊び、手にとりあそぶ、二人展。― 

岡谷市出身の彫刻家、武井
直也（1893～1940）の作
品を、関連資料やゆかりの
ある郷土の彫刻家の作品と
ともにご紹介しました。

令和2年8月8日～
9月13日

武井直也の
いた時代

縄文をモチーフとした現存
作家の絵画や工芸などの作
品をご紹介し、現代人の感
性に訴える縄文の魅力に迫
りました。

令和2年10月22日～
令和3年1月11日

今に生きる縄文

木のおもちゃ作家の
藤森和義氏とイラス
トレーターで画家の
平林義男氏の二人
展。「遊び」をテーマ
にからくりおもちゃや
コラージュ作品をご
紹介しました。
 

令和3年3月15日～
4月18日

からくりとコラージュ

イベントイベント ワークショップワークショップ&&

今年度行われた一例をご紹介します
。

美術考古館で
は、

毎月こどもか
ら

大人まで楽し
める

ワークショッ
プを

開催していま
す。

新収蔵作品展
和泉清・向山伊保
江の工芸作品、
翠川昭久の彫刻
作品など、最近3
年間に新たに収
蔵した作品をご
紹介しました。

令和3年1月15日～3月9日

令和3年2月19日～3月21日

志村一男
新収蔵作品展
令和2年6月1日～8月2日
前年度、新たにご遺族より
寄贈された志村一男作品を
一堂に展示しました。
当館では初の志村の個展と
なりました。

同名の特別企画展に
続き、岡谷市出身の彫
刻家、武井直也（1893
～1940）の収蔵作品
を、関連資料とともに
ご紹介しました。

武井直也の
いた時代
令和2年
9月17日～10月18日

当館
花岡克行 館長の

当館
花岡克行 館長の

点描曼荼羅
アート体験

体験的
絵画講座

貯金箱に
色をぬろう

前号からの続き、いろいろな
「つながり」について。

◆春からコロナウィルスの脅
威がたくさんの「つながり」の糸を食い
ちぎって行きました。思いもよらぬ閉館、
中止、キャンセルなど、さてこの先どう
なることやらと非常に困惑したものです。

◆しかしその中にあっても展示事業は粛々
と展開、「武井直也」「今に生きる縄文」
など力を込めた展観となりました。臨時
閉館中はホームページや新聞紙面を通じ
て作品紹介などを行い、市民との糸を大
切に繋ぎ止める努力をしてきました。秋
からはワークショップも再開、コロナ禍の
中でも学びのつなぎを求める方たちで定
員はいっぱいになりました。個展が５回
開かれ、多くの方が作家とのつながりを
確かめ合っていました。

◆ふたりの職員が新しい風を吹かせてくれ
ました。めったに見られない標本を並べ
た「世界の昆虫展」は大変な人気を博し、
会場には親子連れの歓声が響きわたりま
した。山の動物たちの展示が加わり、鹿
の角を使ったキーホルダーは子供たちの
学習の場にもつながって話題となりまし
た。

◆どんな苦境の中でも、企画内容を大事に
し、ていねいな感染対策をして迎えれば、
つながりを求めて来場される方たちとの
糸は切れないし、もっと丈夫になるもの
だと感じる年でした。

身近な素材で作る
クリスマスツリー

昆虫展は夏休みの企画として考えてい
ましたが、コロナ禍により延期をし、１２
月の冬休みの開催となりました。今回、
ご協力いただいたのは、岡谷市長地在
住の清水さんです。
清水さんは、大の昆虫好き！（奥様もあ
きれ気味⁉）その中でも今は、ダイコク
コガネ（フンコロガシ）等の収集に夢中
だとか。フンの中にいる虫を手で探し
取るそうです。
今回の昆虫展で展示した蝶の中には数
十万円もする蝶もいました。清水さん
のお宅には珍しい昆虫がたくさん標本
になっています。第２弾で紹介できれば
いいなと思います。

一昨年・昨年に引き続き、今年
も日本遺産「星降る中部高地
の縄文世界」のＰＲ活動を行い
ました。今年は「三十三番土偶
札所巡り」と題し、各館自慢の
土偶・土器をモチーフに御朱
印を作成しました。当館では
「壺を持つ妊婦土偶」と「超小
型土偶」が選ばれ、御朱印を
求めて全国からたくさんのお
客様が来館。大変賑わいをみ
せた一年でした。

動物の頭骨なども

人気…!?

原始時代の漫画といえば、園山俊二さんの作品を思い浮かべる人は多いと思います。
おなじみのキャラクターで縄文時代の生活を描いた作品４点を展示しました。
狩猟、採集など自然とともに生きる姿は現代の喧騒から離れ、ほっこりさせてくれます。

岡谷市出身及びゆかりのある
20～30代の若手作家の公募
を行い、展示会を開催しました。
第３回目の作家は、宮坂絵美さ
ん。展示名は「絵画は、歌う。」で
す。今後も、宮坂絵美さんや岡
谷出身の若手アーティストの応
援をお願いいたします。

三十三番土偶札所巡り

橋原遺跡
弥生後期の農耕集落

弥生時代後期の大規模集落、橋
原遺跡の出土品を紹介しました。
この遺跡の特色である炭化米は、
４８リットルもの量がありました。
また、３８棟の住居跡からヒエ・ア

ワ・豆類などの炭化種子が発見されました。炭化米に加え、甕や石包丁
など当時の生活用具一式といった貴重な資料が数多く発見された橋原
遺跡は、諏訪地方の弥生文化を知るうえで欠かせない遺跡です。

園山俊二がえがく縄文時代の生活

令和2年12月1日～28日

令和2年8月21日～10月18日

令和2年10月22日～令和3年1月11日

190 210


